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被ぱく線量推計の全体像

(環境省放射線健康管理担当参事官室作成)

2-1-1  小児甲状腺被ぼく調査結果に対する評価について
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2-1-2  平成24年度事故初期のヨウ素等短半減期による
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2-1-3  県民健康管理調査「基本調査Jに基づく、

外部被ばく線量の推計結果
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福島県「県民健康管理調査J検討委員会資料)

2-1-4  個人線量計による外部被ぼく線量測定結果

(環境省放射線健康管理担当参事官室作成)

2-1-5  ホールボデイカウンタによる内部被ばく検査結果
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2-1-1

小児甲状腺被ばく調査結果に対する評価について

平成23年 9月 9日

原子力安全委員会

1.経緯

平成23年3月 23日 に原子力安全委員会は、環境モニタリング結果から逆推定したヨウ素
131の放出源情報を用いて、緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム(SPEEDI)により、
3月 12日 6:00から3月 24日 0:00までの間における一歳児の甲状腺の等価線量に関する試
算を行つたところ、北西及び南南西方向の屋内退避区城などにおいて等輌線量が100msvに
達する可能性があるとの結果が得られた。ただし、この試算は、小児が上記の日数連続して一
日中屋外で過ごしたという保守的な仮定で行つたものである。

このため、原子力安全委員会は、3月 25日に原子力災害対策本部に対して、その時点での
被ぼく線量の把握、特に感受性の高い小児への健康影響をより正確に把握する必要があるとの
観点から、甲状腺等価線量が高くなる可能性があると評価された地域や屋内退避区域の小児を
対象とした甲状腺線量を測定するよう依頼した。その際、原子力安全委員会は、スクリーニング
レベルを、一歳児の甲状腺等価線量100msvに相当する0 2μ Sv/hとし、サーベイメータの
指示値からパックグラウンドを除いた正味値がこれを超える場合は専用機関等に問い合わせる
こと、とした注1)、 注の。

原子力災害現地対策本部は、3月 26日 から3月 30日 に、いわき市、川俣町及び飯館村にお
いて甲状腺線量の測定を実施し、3月 28日及び4月 2日 に測定結果を発表した。この測定結果
を受けて、原子力安全委員会は、5月 12日に開催した第31回原子力安全委員会臨時会議にお
いて、原子力安全委員会による SPEEDIの活用について議論する中で、O歳から15歳までの
1,080人の小児について、スクリーニングレベル0.2μ Sv/hを超えるものがなかったことを確
認した。

その後、8月 17日から8月 21日に、原子力災害対策本部原子力被災者生活支援チームは、
本調査を受けた小児とその保護者の方々に小児甲状腺被ばく調査の測定結果と結果概要につ
いて説明を行い、説明会の結果について、原子力安全委員会は、9月 5日 に開催した第67回原
子力安全委員会定例会議において、報告を受けた。

2原子力安全委員会としての所見

(1)今回の調査結果では、Oμ sv/hが全体の55%、 O.01 μ sv/hが26%であり、0.04
μ Sv/h以下をまとめると99%であって、概ね低い値に分布していることがわかつた。残り1%
のうち、最高値は0.lμ sv/hとスクリーニングレベルの半分であった。以上を踏まえると、甲
状腺等価線量にして100mSvを超えるものはいなかつたと判断する。



(2)今回の調査は、スクリーニングレベルを超えるものがいるかどうかを調べることが目的で実

施された簡易モニタリング注1)で
ぁり、測定値から被ぱく線量に換算したり、健康影響やリスク

等を評価したりすることは適切でないと考える注。

(3)今後は、福島県が実施する県民健康管理調査において18歳以下の全ての子供を対象に甲

状腺検査が実施されるものと承知しており、原子力安全委員会は、将来にわたる健康影響に

ついて注視していきたいと考えている。

注1)「緊急被ばく医療ポケットブック」(平成17年 3月 、財団法人原子力安全研究協会)の「頸部甲状

腺に沈着した放射性ヨウ素の測定Jに基づく測定であり、「放射性ヨウ素の体内量のさらに精密な

測定、医学的な診察等を行う二次被ぼく医療のためのスクリーニング測定の一部として、行われ

ます」とされている。

注2)サーベイメータによる正味値と甲状腺におけるヨウ素131の蓄積量の関係については、独立行

政法人放射線医学総合研究所が、甲状腺のファントム(人体模型)を使つた実験に基づき設定し

たものである。

注3)「G.Tanaka and H Kawamura,Mcasurement of1311 in thc human thyroid gland u前 唱 a NaI

Cl)SCintillatim survey面 ete■ ′Rαdioム R“ ,19,78‐ 84(1978)」 に基づく測定であり、同綸文

では、

「 cOnsiderlng a few uncenintics in this metbod to be encountcred in a practical survey・ an

estimation of thyroidalり
II burden by the present mcthod should bc used for"scrcening"subJccts Of

positive radioactive contammation and the data is regarded as a ftrst approxiination Morc prccisc

measurement sholld bc c帥 ほcd out by more sopbisticated tcchniqucs using a Gc(Li)dctCCtO■ or a

whole body counter ullder strlctly controlled condltions

(仮訳)実際の検査において直面する、この方法に伴ういくつかの不確かさを考慮すると、本方法

による甲状腺におけるヨウ素131蓄積量の推定は、放射能汚業の“スクリーニング“の目的のた

めに使用されるべきであり、そのデータはスクリーニングの第一段階の推定値とみなされる。より

正確な測定は、ゲルマニウム (リ テウム)検出器、あるいは、厳密に設定された条件下におけるホ

ールボディカウンターを用いたさらに精密な技術によって実施されるべきである。J

とされている。

以上



小児 甲状腺簡 易測定調査結果の概要 について

平成 23年 8月 17日

原子力被災者生活支援チーム医療班

1 調査の概要

平成 23年 3月 23日の SPEEO:の 1式算を踏まえ、小児への健康影響を把握する

ため、原子力安全委員会緊急助言組織からの依頼 (3月 23日付)に基づき、3月

24日 から30日 にかけて、原子力災害現地対策本部は、いわき市、川候町、飯館

村において、小児 1149人を対象に甲状腺の簡易測定を行いました,なお、実際

に測定された方の中にはこのほかに対象年齢外の方 9人が含まれていましたが、

今回の結果には含めておりません。

2 調査結果の概要

調査した
'149人

のうち、轟定場所の環境放射線量が簡易測定を行うのに適当

な放射線量よりも高 く、適切に測定結果が出せなかつた 66人 と、年齢不計の 3

人を除いた :.080人 の方の測定結果の概要は以下のグラフのとおりです。

O測定値が毎時 0∞ マイクロシーベル トの方が全体の 554%、 毎時004マ

イクロシーベル ト以下の方が全体の 990%を占めました。

Oいずれの方も、原子力安全委員会が、問題となるレベルではない、としてい

る毎時 02マ イクロシーベル トを下回つていました。

小児甲状腺簡易測定の結果人

7∞
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一

003  004  005  006  0.07 008  009  0.1
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2-1-2

平成24年度事故初期のヨウ素等短半減期による内部被ばくの線量評価調

査について

1.事業の趣旨・目的

東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質による福島県等の住民の外部お

よび内部被ばくのうち、事故初期のヨウ素 131による甲状腺内部被ばくについては、事

故初期の環境モニタリング、甲状腺被ばく測定といった実測値が少なく、その実態が正

確に把握されていない状況にある。

住民の被ばく線量の把握は、住民の健康リスクを評価するための基礎資料として重要
であり、このため、環境省では平成 24年度の委託事業で、ヨウ素等の短半減期核種に
よる事故初期の甲状腺内部被ばく線量の評価を行った。

2.線量推計の糧菫

事故直後に実施された小児甲状腺簡易測定調査 (平成 23年 3月 24～ 30日飯舘村、
川俣町、いわき市 :i080名 )、 ホデルボディカウンタ測定 (福島県の委託を受けて日本
原子力研究開発機構 (JAEA)が 実施)等の実測値を基に、大気拡散シミュレーショ
ンモデル (JAEA実施)の結果を活用して初期ヨウ素による甲状腺被ばく線量を推計。
その結果、原発周辺地域 (原発立地町、川俣町、飯舘村、いわき市等)の甲状腺被ば

く値は90パーセントタイル値ネで 10～ 3 0mSvであった。
なお、推計に用いた主なパラメータであるヨウ素とセシウムの比率については、実測

データを基にした上で、さらに保守的な値 (被ばく量を多めに見積もること)を用いて
い′3。

mS、

【ヨウ素拡散シミュレーション結果(1歳甲状腺等価線量マップ)】

907●‐tiie

l対象の 90%がその中に含まれる値】

EXtr ot pcpolltbr



事故初期の内部機ばく線量 (甲状腺線量Xl)推計の暫定結果

(90バーセンタイル値 :単位 :msv)

※ 1 甲状腺線量 :放射性ヨウ素による甲状腺預託等価線量

※2 i3,:/13'csの摂取量比を 3と仮定し、ホールボディカウンタ検査の137c s値

から推計

※3 床次他o01幼 中央値 :3 5mSv(20歳 以上)、
4 2mSv⑩ ～19歳)

※4 小児甲状腺被ばく調査 (スクリーニング調査)の結果を用いて推計

※5 大気拡散シミュレーションモデルの結果を用いて推計

(出典)平成 24年度原子力災害影響調査等事業「事故初期のヨウ素等短半滅期による内部

被ぱく線量評価調査」よリ

自治体 1歳児 成人 方法

双葉町 30 10 ホールポディカウンタX2

大熊町 20 <10 ホーJレポディカウンタX2

富岡町 10 く10 ホールポディカウンタ※2

楢栞町 10 <10 ホールボディカウンタX2

広野町 20 <10 ホールボディカウンタX2

浪江町 20 <10 ホールボディカウンタ※2、 甲状腺検査当3

飯舘村 30 20 甲状腺検査X4、 ホ_ルボディカウンタX2

り|!俣町 10 <10 甲状腺検査豪4、 ホ_ルボディカウンタ猛2

川内村 く10 <10 ホールボディカウンタK2

葛尾村 20 <10 浪江町の数値を代用

いわき市 30 10 シミュレーションX5、 甲状腺検査×4

南相馬市 20 く10 浪江町の数値を代用

福島県内他 <10 <10 シミュレーションX5
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県民健康管理口査 基本調査

外部被ぼく線量推I「lt果

【全県調査(先行日査+全県民調章)】

～16未ロ

15以上～         289

1  計

平成25年 7月 31日現在

地域別・線量別推計

県北 | ■中  県南  会津 |●●

「

相双  ll●●

00

11  59  26  36  16 _`i__11[_=二1   __ _|
※饉合(%)は線量

"に
嬌数処理を行つているF_b、 合計が10"=ならない場合がある

線量別分布状況
【放射線業務従事者を除く】
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2-1-4

3

襲 市町|| 調定硼同 対彙 ヨ定は
年同●人

“

■(平均
'(mSv)      豪1

(■加機ぱく:調定籠を年■,)

13霊露R

浜通リ A 23年 10月 ～12月 乳勁児から中学生 妊● 4,010 08

B 23年 10月 ～12月 13● 以下、妊嬌 5,327 09

■■リ G 20年3月 1日～11月 00日 高級生以下.

―螢女性鶯菫奢 8,725 ■5

:

23+SF t E-llEsB
中学生以下、妊饉

4,742

23年 0月 ‐24年 2月 4,629 ■5

」 23年 0月 ‐10月 中学生以下.妊

“

約1,5KXl 10

К

23t;lot5B-tlFcB

中学生以下.妊爆

25,551 13

23年 11月

'日

～24年 1月 0日 24,115 10

24年 :月 10日 -2月 20日 22,287 09

L

21年 9月 0日 ～11月 3日
■幼児から■機生相当

饉饉

11,463 09

23年 11月 7日 -21年 2月 3日 11.448 07

N

23年 3月 1日～10月 11日

妊●及び中学生以下
9,737 07

20年 11月 1日～24年 1月 |:自 9,726 06

会津地方 P 20年 12月 ～24年 2月 中学生以下 8,079 03

豪1 年間●人●量については.パッググラウンドは餘く。

11



襲 市町村 劇定翻同 対拿 澪定数
年同●人●■(平均)

(珈ヨ
=ぐ
ョ定.替巌,

A 24年 7月

'日
～0月 30日 ■幼兒から中学生 妊● 4,135 04

B

24年 0月 -3月
18攣以下.妊

"の
■菫

=(県内居住)

3,265 07

24年 0月 ‐11月 3.225 07

0 24年 0月 ～11月 小 中学生 74 04

0

24年 0月 1日～11月 |1日

中学生以下
439 01

24年 12月 1日 -25年 2月 28日 438 00

E

24年 0月 1日～10月 11日
13●以下の■菫●

(■肉層佳,

224 07

24年 10月 23日 ～25年 1月 24日 202 05

「
24年 11月 -25年 1月 中学生以下 16.223 06

■●

―

―

―

―

―

―

―

―

の
‐

刊

‐

‐

‐

―

‐

‐

‐

‐

度

織
年
定

Ｚ
瀾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐―

G 24年 5月～7月 置審 6.721 ■4

H

24年
'月

～3月

奎市民

52016 09

24年 10月 -12月 51,445 00

25年 1月 ～平成25年 3月 53,467 08

:

24年 3月 ～0月

中学生以下、妊

"

4.321

24年 0月 ‐11月 4,343 09

」

24年3月 -0月

中学生以下、妊燿
981 07

24年 12月 ～25年 1月 734 06

К

24年 5月 2'日
‐3月 24日

裏導線

13,093 08

24年 0月 25日 ～3月 20日 12.503 08

24年 3月 2'日 -11月 4曰 11,990 00

24年 5月●1日 -7月 0日

彙絋学児童

7.8471       10

24年 7月 4日 ～●月4ロ 11.4501       07

24年 0月 5日 ～11月 0日 11429 06

Ц 24年 9月 10日 ～11月 ,3日 ●按生以下 8,0151      05

M 24年 0月 ～0月 中学生以下、妊● 4,321 03

N

24年
'月

10日 ～
`0月

:3日

中学生以下

8,818 04

24年 :1月 10日 ～25年 2月 15日 8,758 03

0

24年
'月

10日 ～0月
'0日 中学生以下

817 04

2atgEll E-l2Fr0B 822 03

会諄地

"

P 24年 7月 20日 ～0月 ,0日 中学生以下 4,781 02

0

24年 0月 ～0月 中学生以下、妊綺 745 01

24年 9月 -12月 中学生以下.妊●、
―崚■菫■

1,306 01

※1年間●人●■については、パッググラウンドは朦く。
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ホールポディカウンタによる内部被ばく検査結果

(福島県HP「ホールボディカウンターによる内部機ばく検査についてJより抜粋)

l検査の実施結果について・― =   
｀

o平成25年9月 分の県が実施している内部被ばく検査結果

は下記のとおりで、全員、健康に影響が及ぶ数値ではあリ

ませんでした。

o検査は、18歳以下の子ども、妊婦を優先に実施していま

す。

平成25年9月 分 検査人数 7,266人

検査結果
預託実効線量
lmSv未満  7,266人 (全員)

実施機関別

県(直営)4,565人
日本原子力研究開発機構 (委託)2,644人
南相馬市立総合病院(委託)44人
新潟県放射線検査室 (委託)6人
弘前大学医学部附属病院 (委託)0人
広島大学病院(委託)5人
長崎大学病院(委託)2人

平成23年6月 ～平成25年9月 検査人数  156,858人

検査結果

預託実効線量
lmSv未満  156,832人
lmSv 14人
2mSv 10人
3mSv  2A



4検壺の構果二計 (平n23年6月 27日～平成25年0月 30日 )

預

“

|■
合計

lmS繰雷 lmSv 2mSv ●lnSv

県

北

福島市 10“ 0 0 16,23

ニホ松市 121 0 0 321
7″4 2 1 7脚

本富 W38 0 0 3′13

0 0

1,002 0 0 :即2

'i!鰤
2520 0 0 2620

大 800 0 0

"01

県

中

1■530 0 | 17500

鋼贅川市

“

0 0 1734

口H● :.1“ 0 0 1.160

麟石町
"76

0 0 4075

天彙t1 1脚 0 0 l,030

石l"町 榔 0 0 興

三川村 !“ 0 0
'3時平日村 400 0 0 100

臓
":町

211 0

F断 1“ 0 0 125

=春
町 011 0 0

小

"町
347 0 0

県

冑

自飾 1●502 0 10コЮ2

薔麟 0.004 0 0 |■14

1,400 0 0 1“

中 1
:.100 0 0 1.100

矢吹町 3,70 0 0 3J"0

型 0 0 2002

0 0

塙町 300 0 0 000

慶′!:1 500 0 0 530

全

津

会

'着
松市 フ●55 0 0 7.055

3脚 0 0 0 3』31

●|● 0 0 0 |∞

En津町 50フ 0 0 0 50,

●●町 475 0 0 0

代町 0 0 0 171

会薄崚T町 型 0 0 0 型

■,,:村 400 0 0 0 400

●BHr 431 0 0 0 433

=■
町 134 0 0 0

金山町 154 0 0 0 1“

昭和村 0 ● 0

2'7 0 0 0 ■11'

南
会
議

T3m 315 0 0 0

“

5

籠 館 0 0 0

R 500 0 0 0 500

ぼ 1040 0 0 0 1,048

相

双

280 0 0 0 230

南相属市 1■70 0 0 0 1●アB

広F●r 702 0 0 0

14“ 1 2 0 1“

“2.071 0 1 0 却 ,7

1:内 371 0 1 0 371

大菫町 a“7 | 1 0 2441

双撃町 1.001 2 2 2 1007

漬工町 5脚 5 2 0 5,355

葛屋村 477 0 0 0 477

麟地町 1.7“ 0 0 0 1・761

菫饉村
',703

, 0 0 1,,04

いわせ市 1“ 72 0 0 0 104'2

″
，

月

月紺麟麟
平
平

150碑 2 :|lβ58

14
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その他の被ばく線量関係資料一覧

1.主に放射性セシウムによる被ばくについて

(1)マーケットパスケット、陰膳調査について

・食品からの放射性物質の摂取量の測定結果について

httD:〃 Aヽvぃ mヽunた g。.iD/Styhoudou/2■9852000002w、耀2.html

(平成25年 3月 11日 厚生労働省 報遺発表資料)

・食品から受ける放射線量の調査結果 (平成24年 9～ 10月 調査分)

httD:/′w― .mhlw.gO.1っ/stf/houdou/2■ 98520000034z6e.html

(平成 25年 6月 21日 厚生労働省 報道発表資料 )

・食品から受ける放射線量の調査結果 (平成 25年 3月 陰膳調査分 )

httD:〃Ч
"い

mmli_gO.1。/stF/houdou/C1000028844.html

(平成 25年 11月 8日  厚生労働省 報道発表資料 )

(2)母 乳調査について

'母乳の放射性物質濃度等に関する調査について

httD://WW、Mmhlw.的 .lD/St夕houdou/2r9852000001azxi.html

(平成 23年 4月 30日  厚生労働省 報道発表資料 )

・母乳の放射性物質濃度等に関する追加調査について

httD://Wゝ
"鴨

mЫ、たgo.lDノstfrhoudou/2r9852000001b2bw・ att/2r9852000

001ccfc.っ df

(平成 23年 5月 17日 厚生労働省 報道発表資料 )

・ 母乳中の放射性物質濃度等に関する調査について

httD:〃Wヽ四ιniDh.的 .うo/80Shiki/se■ atsu/bonvuu resulLs,pdf

(平成 23年 6月 7日  国立保健医療科学院 報道発表資料 )

・「ふ くしまの赤ちゃん電話健康相談J窓日の開設について (福島県の母

乳データ)

http://w_cm8.Dre■ fukushimalっわcp potta1/Po■ alServbtisessioni

d-5DAE56B6721DA697COC6EE4A36C40FE6?DISPLAY ID=DIRE

C=&NEXTIDISPLAY ID=U00o004&CONTENTS ID=29028

2.放射性セシウム以外の核種 (プル トニウム、ス トロンチウム、 トリチウム)

について
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。文部科学省による、プル トニウム 238、 239+240、 241の
核種分析の結果 (第 2次調査)について

http:〃radioac薇vitynsngo.1っ /ia/contents/7000/6030/24/6030 2012082

l rev20130701.っdf

(平成 24年 8月 21日  文部科学省 報道発表資料 )

。文部科学省による、プル トニウム、ス トロンチウムの核種分析の結果

について

httD:〃radioacti宙む鴨ns■ 2o.1つ/ia/con"nts/6000′ 5048/24/6600 110980

rev130701.odf

(平成 23年 9月 30日 文部科学省 報道発表資料 )

・河川水等の環境放射線モニタリング (ト リチウム)調査結果について
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